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専門分野 
・農作業学 
・農業教育学 
・社会園芸学 

その特徴 
・各種農作業の人間工学・労働科学 
・農作業体験プログラムの作成 
・園芸福祉・園芸療法プログラムの作成 

研究テーマ 

・『農作業の簡易労働負担

評価法の開発』 
・『果樹作業の省力化・軽

労化を目指した仕立

て法や作業システム

の改良』 
・『農作業体験プログラム

の作成』 

その特徴 

・酸素消費量や心電図や加速度，筋電図， 脳波，

血流量等をものさしとする． 
・島根県特産果樹であるブドウやカキの仕立て

法や作業システム，農業機械を改良し，脚立使

用の削減や作業姿勢改善を目指す． 
・視覚や触覚等の五感を楽しみながら再認識す

るための支援システムを目指す． 

可能な共同研 
究・地域連携 

・テーマ・項目：各種機械操作時または製品使用時におけるオペレーターの人間工学的評価． 

・要望事項：簡易上肢挙上アシスト装具の製品化，メンタルワークロードの簡易評価システムの開発． 
可能な科学技術

相談 
・項目：各種作業時の肉体的および精神的影響 → 負担（マイナス）の軽減または効用（プラス）の発掘． 

キーワード 農作業，農業機械，人間工学，労働科学，ストレス，メンタルワークロード 
 
＊ 研究のポイント 

＜例えば，ブドウ作業の省力化・軽労化を目指す場合＞ 

果実が葉に隠れると作業しにくい → 枝を斜め上に誘引する 

枝を棚面より下に配置させる

（改良型短梢せん定法） 

 

 

着果位置が高いと 

首や腕や肩が疲れる 

 

 

上肢挙上アシスト装具で， 

肩や腕の疲労を軽減させる
 

視線解析 

筋電図

心電図・脳波・血流量・瞬目
単調・繰り返し作業は退屈 → 創造性が活かせる整枝法へ

高所恐怖症 → 脚立使用を制限する 

 動作解析


